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★鳴門西地区の魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★座談会で出された意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大項目：地域コミュニティづくり「近所の人との付き合いを深めるために」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 
出会いを

つくる 

近所で声掛けや挨拶を交わす運動をはじめましょう。 

転入してきた住民にも地域の活動や情報を知ってもらうため、広報活動を強化しましょう。 

子どもたちが積極的に地域と関わる機会をつくりましょう。 

中間期 
ふれあい

を増やす 

近所のひとりぐらしの高齢者への声掛け運動をひろめましょう。 

学校と連携して町民運動会を開催するなど、近隣者どうしのつながりが深まるイベントを企

画しましょう。 

終了期 助け合う 

地域の人材バンクを構築し、困っている近隣者のお手伝いができるような仕組みをつくりま

しょう。 

寺小屋的な学習会をひらき、子育てや子どもの学力向上を地域で支えましょう。 

誰もが気軽に立ち寄れて集える場所を地域につくりましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37参照） 

Ⅰ‐①‐A・B・C 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅰ‐②‐E・F・G 交流の場づくり、機会づくり 

 

転入世帯が増えてきていますが、町内会に加入しないなど地域のつながり意識が希薄化している状

況がみられます。近隣のつきあいを深めながら、地域住民が一丸となって活動を広げていきたいと

考えています。 

徳島市や北島町などへのアクセスがよく、若い世代の転

入者が多く人口が増えている。子どもも増えていて活気

がある。人の資源が豊富でボランティアをはじめ、地域

活動が盛ん。大きなスーパーがないため、渡船や車を利

用して町外に買い物にいく人が多い。 

…など 

活動・イベント 

消防団活動、鳴西連(阿波おどり)、ちょぼら、体操教室、公民館活動、防犯パトロール 

人とのつながり 

子育て世代に優しい地域、転入者も受け入れてくれる地域、子どもたちが多く元気 

生活環境 

 鳴門ウチノ海総合公園、幼保連携型認定こども園 IZUMI、成稔幼稚園、鳴門西小学校、 

鳴門中学校、鳴門教育大学、渡船、国道 11号線にアクセスがよい、きれいな街並み 

…などなど 

鳴
門
西
地
区
の
地
域
福
祉
活
動
計
画 

鳴門西地区の地域課題 

人口増加、人の資源が豊富 
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大項目：生活上の困りごと「買物や外出に困っている方に地域でできる支援を考えよう」 

 ●現状と課題 

 

 

 
 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 
調 査 

把 握 

外出に困っている方がどれくらいいるのか、どんな支援を望んでいるのかを調べましょう。 

地域の人が利用できるサービスやボランティアについて調べましょう。 

中間期 
しくみ 

づくり 

地域の高齢者等を対象としたパソコン教室やスマホ教室を開き、ネットを利用した買い物が

できるよう支援しましょう。 

買い物や移動を手伝ってくれる組織をつくりましょう。 

有料移送サービスや商品購入のお手伝い等、外出に困っている住民を地域が組織的に支援す

る仕組みを考えましょう。 

終了期 
場 所 

コミュニティ 

若い世代にも外出・買い物支援を手伝ってもらえるようなコミュニティをつくりましょう。 

地域住民が集い、日常品や食料も買えるようなコミュニティカフェを運営できないか検討し

ましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37参照） 

Ⅰ‐①‐A・B 地域福祉コミュニティの活性化 Ⅲ‐①‐K・L 地域福祉ネットワークの構築 

Ⅰ‐②‐D・G 交流の場づくり、機会づくり Ⅲ‐②‐N ふれあいの場・機会の創出と地域福祉啓発 

Ⅱ‐①‐H・J 社会福祉協議会の機能拡充と地域連携   

 

バスや渡船などは便数が少なく、車を運転できないと買い物や通院などの外出に不自由が生じます。

特に高齢者世帯では免許証を返納したあとの生活に不安を感じている現状があります。 

大項目：高齢者の見守り活動「高齢者世帯を地域全体で見守り支えるためにできること」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 
きっかけ

づくり 

市や市社協と連携して地域の認知症サポーターを増やしましょう。 

自治会や学校・幼稚園から発信基地として、地域全体のあいさつ運動をひろめましょう。 

ご近所を知るためのキャンペーン活動を考案・実施しましょう。 

中間期 
ニーズ・

サポート 

高齢者が困っていることを周りに意思表示できる「鳴門西ヘルプカード」の導入を検討しま

しょう。 

高齢者のみの世帯やひとりぐらし高齢者世帯を把握している民生委員の活動を支援するサ 

ポートメンバーを見つけ、養成しましょう。 

子どもたちも参加した見守り運動をはじめましょう。 

終了期 
場 所 

づくり 
子どもから高齢者まで、誰でもいつでも気軽に集える場所を開設しましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37参照） 

Ⅰ‐①‐A・B・C 地域福祉コミュニティの活性化 Ⅲ‐①‐K・L 地域福祉ネットワークの構築 

Ⅰ‐②‐D・F 交流の場づくり、機会づくり Ⅲ‐②‐N ふれあいの場・機会の創出と地域福祉啓発 

Ⅱ‐①‐H・I 社会福祉協議会の機能拡充と地域連携   

 

地域で暮らすひとりぐらしの高齢者が増加してきています。孤立死の防止のための安否確認や、認

知症高齢者の見守りなど、地域で高齢者を支えるネットワークや活動が必要になっています。 


